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総
合
開
会
式

　
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
は
、
戦
後
復
興
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
国
体

の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
た
ち
あ
が
れ
！
東
北
、
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
を

合
言
葉
に
、
被
災
地
及
び
全
国
に
勇
気
と
希
望
、
元
気
を
発
信
す
る
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
10
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
中
学
校
体
育
館
に

お
い
て
、
銃
剣
道
競
技
が
開
催
さ
れ
、
選
手
監
督
、
役
員
、
審
判
団
な
ど

約
５
０
０
名
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
競
技
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
オ
�
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
は
�
中
学
生
に
よ
る

誘
導
�
プ
ラ
カ
�
ダ
�
を
先
頭
に
各
都
道
府
県

選
手
団
が
入
場
し
ま
し
た
�重
本
正
明
副
会
長

︵
体
協
会
長
︶
が
競
技
会
の
開
始
を
力
強
く
宣
言

し
た
後
�
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ
る
国
歌﹁
君
が

代
﹂�
大
会
歌﹁
若
い
力
﹂の
斉
唱
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
�続
い
て
�
実
行
委
員
会
会
長
で
あ
る
古

木
哲
夫
町
長
が
�
選
手
団
へ
の
激
励
と
歓
迎
の

こ
と
ば
を
丁
寧
に
述
べ
ま
し
た
�

　
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
特
別
演
武
で
は
�

山
口
県
銃
剣
道
連
盟
の
方
々
に
よ
り
銃
剣
道
の

基
本
技
や
形
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
�

　
競
技
開
始
と
と
も
に
�
選
手
の
闘
志
が
ぶ
つ

か
り
合
い
�
気
迫
に
満
ち
た
声
が
会
場
に
響
き

渡
り
ま
し
た
�観
覧
席
は
�
応
援
の
選
手
団
や
声

援
を
送
る
町
民
の
方
々
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
�

　
山
口
県
選
手
団
は
�
少
年
男
子
の
部
で
は
悔

し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
�
そ
の
思
い
を
晴

ら
す
よ
う
に
成
年
男
子
の
部
で
は
�
３
回
戦
ま

で
は
無
敗
で
勝
ち
上
が
り
�
相
手
を
寄
せ
付
け

ま
せ
ん
で
し
た
�決
勝
戦
で
は
�
熊
本
県
と
対

戦
�今
競
技
会
で
最
高
の
入
場
者
数
と
な
り
�場

内
は
�
そ
の
選
手
ら
の
一
挙
手
一
投
足
に
熱
い

視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
�１
対
１
で
迎
え
た
大

将
戦
�
お
互
い
の
気
迫
が
会
場
内
を
包
み
込
み

大
歓
声
と
静
寂
の
中
�
試
合
が
進
み
ま
し
た
�２

回
の
延
長
戦
の
末
�
惜
し
く
も
熊
本
県
に
敗
れ

た
も
の
の
�両
県
選
手
団
に
は
�満
場
の
拍
手
と

喝
采
が
送
ら
れ
ま
し
た
�

　
10
月
１
日
�
山
口
市
の
維
新
百
年
記
念
公
園

陸
上
競
技
場
に
お
い
て
�
総
合
開
会
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
�

　
式
典
に
先
立
ち
�
オ
�
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
様
々
な
団
体
が
フ
�
�
ル
ド
で
演
技
を

披
露
し
ま
し
た
�イ
メ
�
ジ
ソ
ン
グ
ダ
ン
ス
で

は
�
和
木
町
の﹁
ち
�
る
ル
ン
バ
﹂も
登
場
し
�
胸

に
ち
�
る
る
の
マ
�
ク
が
入
�
た
お
揃
い
の
Ｔ

シ
�
ツ
を
着
て
大
舞
台
で
堂
々
と
踊
り
切
り
ま

し
た
�

　
続
い
て
�
式
典
前
演
技
で
は
総
勢
１
�
５
０
０

人
以
上
の
出
演
者
が
色
鮮
や
か
な
衣
装
で
登
場

し
�
ダ
イ
ナ
ミ
�
ク
な
演
技
で
自
然
や
歴
史
を

表
現
し
た
り
�
バ
ル
�
ン
で
ふ
ぐ
や
夏
み
か
ん

な
ど
の
名
産
を
作
り
出
す
な
ど
�
独
特
な
演
出

で
山
口
の
様
々
な
魅
力
を
ア
ピ
�
ル
し
ま
し
た
�

　
開
会
式
は
�
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も

と
�厳
粛
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
ま
し
た
�

　
今
国
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
炬
火
の
入
場
で

は
�
第
１
走
者
に
和
木
小
６
年
の
高
原
昂
希
君

が
出
演
し
�
第
２
走
者
の
油
屋
繁
さ
ん
ら
に
和

木
町
の
炬
火
　
笑
顔
い
�
ぱ
い
　
わ
き
愛
あ
い

の
火
　
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
�

■
総
合
開
会
式【
炬
火
イ
ベ
ン
ト
】に
参
加
し
て

高
原
昂
希
︵
和
木
小
６
年
︶

　
国
体
総
合
開
会
式
の
本
番
�
多
く
の
人
が
見

て
い
る
中
を
走
る
こ
と
は
�
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
�

　
こ
の
炬
火
ラ
ン
ナ
�
の
役
を
く
だ
さ
�
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
�ま
た
�
学
校
や
町
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
�
た
く
さ
ん
の
方
々
の
応
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
�あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
�

1



　
結
果
は
準
優
勝
で
し
た
が
�
総
合
成
績
も
第

４
位
と
国
体
銃
剣
道
競
技
に
お
い
て
は
最
高
位

と
な
り
�
あ
ら
た
め
て
素
晴
ら
し
い
大
会
だ
�

た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
�

　
競
技
の
前
後
に
行
わ
れ
た
公
開
演
技
は
�
合

唱
団
や
小
学
生
の
﹁
ち
�
る
る
ダ
ン
ス
﹂�
四
境

太
鼓
�
和
木
紅
鴉
�
最
終
日
に
は﹁
み
ん
な
で
踊

ろ
う
！
ち
�
る
ル
ン
バ
﹂
に
よ
る
イ
メ
�
ジ
ソ

ン
グ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
�
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
�

　
会
場
の
外
で
は
�
出
店
コ
�
ナ
�
が
設
け
ら

れ
�
婦
人
会
に
よ
る
﹁
郷
土
料
理
コ
�
ナ
�
﹂
は

３
日
間
全
て
違
う
料
理
を
無
料
で
振
る
舞
い
�

訪
れ
た
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
�ま

た
�
無
料
の
ド
リ
ン
ク
コ
�
ナ
�
も
設
置
さ
れ
�

こ
ち
ら
も
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
�

　
そ
の
他
�
商
工
会
に
よ
る
﹁
東
北
支
援
物
産

展
﹂
や
ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
�
バ
�
に
よ
る
パ

ン
や
ラ
ス
ク
の
販
売
な
ど
が
あ
り
�
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
�

　
ま
た
�
式
典
及
び
競
技
補
助
員
と
し
て
参
加

し
た
中
学
校
生
徒
ら
は
�
各
持
ち
場
で
決
め
ら

れ
た
役
割
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
�
そ
の
見
事
な

働
き
ぶ
り
に
自
衛
隊
ス
タ
�
フ
の
方
々
や
競
技

委
員
長
は
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
�大
会
終

了
後
�
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
く
ほ
ど
で
し

た
�

　
多
く
の
き
ら
め
き
サ
ポ
�
タ
�
︵
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
︶
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
大
会
で
も
あ

り
ま
し
た
�選
手
団
を
迎
え
る
た
め
の
花
作
り

な
ど
の
歓
迎
装
飾
�
町
内
の
美
化
活
動
�
資
料
な

ど
の
袋
詰
め
作
業
�
選
手
・
役
員
の
控
室
で
の

お
も
て
な
し
�
練
習
会
場
で
の
選
手
の
サ
ポ
�

ト
な
ど
�
全
町
民
を
あ
げ
て
の
お
も
て
な
し
で

し
た
�

　
山
口
県
選
手
団
の
快
挙
も
皆
さ
ま
の
気
持
ち

に
押
し
上
げ
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
�あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
�

【
結
果
】

■
少
年
男
子
の
部

２
回
戦　
　
　

熊
本　

２
ー
１　

山
口

指
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

　
　
　
　
　
　

岡
山　

２
ー
１　

山
口

■
成
年
男
子
の
部

１
回
戦　
　
　

山
口　

３
ー
０　

大
阪

２
回
戦　
　
　

山
口　

３
ー
０　

青
森

３
回
戦　
　
　

山
口　

３
ー
０　

石
川

４
回
戦　
　
　

山
口　

２
ー
１　

山
形

準
決
勝
戦　
　

山
口　

２
ー
１　

静
岡

決
勝
戦　
　
　

熊
本　

２
ー
１　

山
口

　
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日
間
�
第
11

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
�
ツ
大
会
﹁
お
い
で
ま

せ
！
山
口
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　
22
日
に
は
�
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競
技

場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
�
山
口
国
体
の
総
合
閉

会
式
で
分
火
さ
れ
た
炬
火
の
点
火
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
�

　
入
場
行
進
に
は
�
バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
競
技

に
出
場
し
た
和
木
町
の
山
本
未
来
さ
ん
が
山
口

県
選
手
団
の
一
員
と
し
て
参
加
�
大
勢
の
観
客

に
見
守
ら
れ
�
温
か
い
声
援
�
拍
手
が
送
ら
れ

る
中
�
ち
�
る
る
の
旗
を
振
り
な
が
ら
�
時
折

笑
顔
を
見
せ
て
行
進
す
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
�

　
競
技
は
�
山
口
市
を
は
じ
め
県
内
８
市
14
会

場
で
�
正
式
競
技
13
種
目
�
オ
�
プ
ン
競
技
１

種
目
が
行
わ
れ
�
各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
�

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体

■
弓
道
競
技
少
年
男
子
の
部

　（
岡
﨑
丈
一
郎
）

　
【
遠
的
】
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦　
　
　

山
口　

69
ー
62　

長
野

準
決
勝
戦　
　

山
口　

74
ー
52　

栃
木

決
勝
戦　
　
　

山
口　

72
ー
63　

神
奈
川

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
少
年
女
子
の
部

　（
上
村
育
子
）

２
回
戦　
　
　

山
口　

２
ー
０　

京
都

準
々
決
勝
戦　

山
口　

２
ー
１　

鹿
児
島

準
決
勝
戦　
　

山
口　

３
ー
１　

大
分

決
勝
戦　
　
　

山
口　

３
ー
０　

宮
城

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
少
年
女
子
の
部

　（
正
木
ひ
か
る
）

１
回
戦　
　
　

大
阪　

１
ー
０　

山
口

お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会

■
水
泳
競
技
２
部
男
子

　（
岩
脇
賢
治
）

25
ｍ
自
由
形　

第
３
位

50
ｍ
自
由
形　

第
３
位

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
女
子

　（
山
本
未
来
）

１
回
戦　
　
　

愛
知　

81
ー
16　

山
口

交
流
試
合　
　

山
口　

27
ー
22　

沖
縄

　
　
　
　
　
　

山
口　

33
ー
22　

岡
山

（
敬
称
略
）
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町税収の推移

　町の財政状況を皆さまに理解していただくため、平成23年９月定例議会で認定された
平成22年度の決算状況（一般会計）についてお知らせします。

平成 22年度決算　～一般会計～

収入 総額　3,796,179千円 支出 総額　3,710,645千円

町税
1,533,049
40.4%

投資的経費
397,829
10.7%

諸収入等
438,154
11.6%

国・県支出金
703,308
18.5%

依存財源  41.4％

自主財源  58.6％

（単位：千円） （単位：千円）

繰越金
41,574
1.1%

使用料及び手数料
117,945
3.1%

繰入金
91,073
2.4%

人件費
691,652
18.6%

公債費
370,020
10.0%

扶助費
315,007
8.5%

補助費等
308,537
8.3%

操出金
317,183
8.6%

その他
658,516
17.7%

収入

●収入グラフから分かるように、和木町では収入の多くを町税が占めています。これは、他の多くの市町村

が地方交付税等の依存財源に頼っていることに比べ、大きな特徴といえます。また、その町税の多くを法

人からの税収が占めています。（下グラフ参照）しかし、近年、税収は年々減少しており、今後の経済動

向に注視していく必要があります。

●支出グラフは、町の支出を「性質別」に表したものです。物件費には、各種委託料や臨時雇用賃金、補助

費等には各団体等への負担金や補助金が含まれています。

　　なお、義務的経費とは、人件費、公債費（借金の返済）、扶助費（子ども手当や福祉医療費等）といっ

た支出が義務付けられ、任意に削減できない経費のことをいいます。

0

5

10

15

20

25

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
12

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
12

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
12

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
19

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
10

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
16

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
13

う
ち
法
人
か
ら
の
税
収
・
11

（億円）

物件費
651,901
17.6%

地方譲与税等
125,937　3.3%

地方債
405,900
10.7%

地方交付税
339,239
8.9%

支出
義務的経費
37.1％
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町の貯金の推移

町の借金の推移
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●上のグラフから、和木町では、平成16年度までは財政調整基金を取り崩して財政運営をしてきたこと

がよくわかります。しかし、平成17年度に税収が飛躍的に伸びたため、多額の積み立てをすることが

でき、基金残高は大きく回復しました。

　　平成22年度のその他の基金においては、消防法の改正で設置が義務付けられた住宅用火災警報器の

無償貸与事業を実施するため「住宅火の用心基金」を新設しました。また、子ども安心医療などの福

祉施策の財源として活用する「健やか安心基金」へ年間所要見込額の３年分の積み立てを行いまし

た。

●平成10年度にピークをむかえた借金残高（54億８千万円）は、平成18年度までは年々減少していまし

た。しかし、平成19年度のＪＲ和木駅開業、平成20～21年度の和木中学校校舎の建替事業に引き続

き、和木小学校校舎建替事業や町営緑ヶ丘住宅建設事業といった大規模事業が続くため、借金残高は

平成24年度までは増加する見込となっています。

　　毎年、約４億円あまりの返済をおこなっていますが、借金残高を減らすには、当該年度の借入額が

返済額（元金）を下回らなければなりません。

※町の貯金は基金とよばれています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しない
災害の発生等による支出
の増加に対応するための
貯金

※町の借金借入額は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。

（億円）

（億円）

35.8

11.8

0.40.4

34.5

11.3

0.4

35.5

10.5

0.5

34.7

9.6

0.5

34.2

8.8

0.5

32.9

8.1

0.4

35.8

7.9

0.4

35.6

7.4

0.3

37.6

6.9

0.3

38.6

6.6

0.3

6.1

2.9

5.7

2.9

5.0

2.9

2.3

2.8 7.5

3.6

8.4

3.6

8.4

2.6

8.2

2.9

8.1

3.1

7.8

3.7

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

22年度13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

その他の基金

財政調整基金

簡易水道会計

公共下水道会計

一般会計
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ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
２
日
、
幼
稚
園
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
歳
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
く
も
力
強
い
子

ど
も
太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
。

真
っ
赤
な
法
被
姿
で
、
先
生
の
合
図
に
合
わ

せ
て
一
生
懸
命
太
鼓
を
叩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
か
け
っ
こ
、
お
遊
戯
、
キ
ッ
ズ

リ
レ
ー
な
ど
様
々
な
種
目
が
行
わ
れ
、
小
さ

な
体
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
競
技
・
演
技
す
る

園
児
ら
に
、
観
覧
席
か
ら
は
終
始
温
か
い
声

援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、恒
例
の
親
子
体
操「
ぬ
け
た
よ
！

お
い
も
」。
大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
と
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
運
動
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

第
34
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
15
日
、
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
Ｏ
Ｂ
会

と
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
、
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
中
学
生
、Ｏ
Ｂ
が

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
で

き
、
両
者
の
絆
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

国
体
の
式
典
に
お
い
て
も
、
協
力
し
て
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
や
観
客
に
力
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
は
、
和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

と
吹
奏
楽
を
愛
す
る
団
体
及
び
個
人
を
も
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
を
愛
す
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
一
緒

に
楽
し
く
音
色
を
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

交
通
安
全
功
労
者

交
通
対
策
本
部
長
表
彰
を
受
賞

交
通
安
全
功
労
者

交
通
対
策
本
部
長
表
彰
を
受
賞

蓮
舫
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
る
古
木
町
長
（
右
）

　

交
通
安
全
の
確
保
及
び
交

通
安
全
思
想
の
普
及
に
貢
献

し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

個
人
、
団
体
、
市
区
町
村
が

表
彰
さ
れ
る
、
内
閣
府
の
交

通
安
全
功
労
者
交
通
対
策
本

部
長
表
彰
を
和
木
町
が
受
賞

し
ま
し
た
。
10
月
５
日
に
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
古
木
町
長

が
出
席
し
、
蓮
舫
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
か
ら
表
彰
状
と

楯
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
木
町
で
は
、
春
と
秋
に

和
木
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
や
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
開
催
し
、
交

通
問
題
の
解
消
と
交
通
安
全

の
向
上
を
目
指
し
て
、
全
町

民
が
一
丸
と
な
っ
て
交
通
安

全
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
地
道
な
努
力

に
よ
り
、
平
成
16
年
６
月
を

最
後
に
、
町
内
で
の
交
通
死

亡
事
故
は
約
７
年
間
発
生
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
、
本
町
に
お
け
る
交
通
安

全
の
向
上
を
目
指
し
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲スピードダウンキャンペーン
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厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

　

次
の
方
々
が
、
満
１
０
０
歳
、
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

９
月
23
日
　

髙
倉
　

武
さ
ん
（
１
０
０
歳
）

10
月
11
日
　

箭
野
　

賀
代
さ
ん
（
90
歳
）

10
月
13
日
　

安
田
シ
マ
子
さ
ん
（
90
歳
）

10
月
15
日
　

竹
野
　

英
一
さ
ん
（
90
歳
）

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
髙
倉
武
さ
ん

（
和
木
１
丁
目
）
に
は
、
敬
老
の
日
に
際
し
、

野
田
内
閣
総
理
大
臣
、
二
井
県
知
事
か
ら
祝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
倉
さ
ん
は
、
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
ら

れ
、
８
人
の
孫
、
15
人
の
ひ
孫
が
お
ら
れ
ま

す
。
現
在
は
、
11
人
家
族
と
い
う
こ
と
で
、

大
勢
に
囲
ま
れ
、
楽
し
く
賑
や
か
に
暮
ら
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
食
事
は
、
ご
家
族
の
手
作

り
料
理
を
何
で
も
食
べ
、
中
で
も
ビ
フ
テ
キ

が
好
物
と
の
こ
と
。
ご
自
身
で
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
野
菜
な
ど
も
上
手
に
組
み

合
わ
せ
て
摂
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
。
週
１
回
、
集
会
所
で

行
わ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
、
近
所

の
方
々
と
好
き
な
歌
を
歌
っ
て
楽
し
く
過
ご

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
も
好
き
で
、
持
ち
前
の

運
動
神
経
の
良
さ
を
活
か
し
、
94
歳
ま
で
体

育
協
会
の
硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、
コ
ー

ト
に
立
た
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

先
日
の
小
学
校
運
動
会
で
は
、
早
朝
か
ら

敬
老
席
で
観
覧
・
応
援
さ
れ
る
な
ど
、
町
内

各
地
で
元
気
な
姿
を
お
見
か
け
し
ま
す
。

　

１
０
０
歳
と
い
う
ご
長
寿
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

和
木
町
の
長
寿
の
お
手
本
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

　

10
月
14
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
年
３
回
、
町
内
全
23
地

区
の
自
治
会
長
と
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
町

執
行
部
が
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
平
成
23
年
度
出
前
公

聴
会
の
開
催
結
果
、消
防
操
法
大
会
の
結
果
、

和
木
町
総
合
防
災
訓
練
、
ポ
ニ
ー
の
寄
贈
、

第
66
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い
で
ま
せ
！
山

口
国
体
」
に
つ
い
て
等
、
９
項
目
に
つ
い
て

行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
災
害
時
の

避
難
場
所
の
周
知
に
つ
い
て
、
敬
老
会
の
出

席
率
に
つ
い
て
等
、
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
と

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

箭野  賀代 さん安田シマ子 さん竹野  英一 さん

古
木
町
長
と
談
笑
す
る
髙
倉
さ
ん

▲

野
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
を
手
に
記
念
撮
影

（
手
前
は
記
念
品
の
銀
杯
）

▲

１
０
０
歳
の
髙
倉
さ
ん　

総
理
大
臣
か
ら
祝
状



◆10月分からの支給額は以下のように変わります。

また、これまでと支給対象となる方が変わる場合があります。

詳しくは、役場住民サービス課こども担当室までお問合せください。
（☎52－2194　内線 207）

申請はお早めに！！

　１０月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方かどうか審査しますので、これま
で受け取っていた方も含め、対象のお子さんを持つ全ての方は役場住民サービス課窓口へ申請をしてく
ださい。
※公務員の方は勤務先へ申請してください。
　子ども手当を受給者の皆さんにスムーズにお支払いするため、申請は平成２３年１２月２８日までに
していただきますよう、ご理解とご協力をお願いします。
※国の基準では、原則として、平成24年３月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受けと
ることができます。

ご注意ください！！
　次の方は３月までに申請しても10月分からの手当を受け取れません。
■10月以降に他の市町村へ転出される方

10月以降に他の市町村へ転出される方は、転出した日の次の日から数えて15日以内に転出先の市町村窓
口に申請してください。

■10月以降にお子さんが生まれた方
10月以降にお子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて15日を経過するまでに
役場住民サービス課に申請してください。

子ども手当を受け取るためには、
これまで手当を受け取っていた方も含め、
全ての方の申請が必要です。

子ども手当を受け取るためには、
これまで手当を受け取っていた方も含め、
全ての方の申請が必要です。

子ども手当を受け取るためには、
これまで手当を受け取っていた方も含め、
全ての方の申請が必要です。

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

【手当の月額】（平成２３年１０月分～平成２４年３月分）
・０歳～３歳未満　　：１５，０００円（一律）
・３歳～小学校修了前：１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
・中学生　　　　　　：１０，０００円（一律）
※１０月分～１月分の手当は平成２４年２月に、２月・３月分の手当は平成２４年６月に支払われ
ます。

※これまで子ども手当を受給されていた方には、申請書を送付しています。
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●高校生・大学生（短大生含む）・大学院生・高等専門学校生・専修学校生
●学業優秀な方
●本町に２年以上住んでいる方
●学資の支出が困難な方

　申請書類を審査し、６月下旬頃に決定します。貸付が決定された方は、誓約書および下記の証明書を提出
してください。なお、期限までに書類の提出がない場合は、辞退したものと見なします。
○奨学生の決定を受けた方と保護者（連帯保証人）・・・印鑑登録証明書
○連帯保証人・・・印鑑登録証明書、所得証明書、納税証明書
※連帯保証人は、本町に２年以上居住し、独立の生計を営む方で、町民税または固定資産税を納付した方
としてください。

○ご本人（奨学生）名義の口座振替申出書

　毎月５日（金融機関休業日の場合は前営業日）に指定口座に入金します。なお、初回は貸付決定後に４月
分から、さかのぼって振り込みます。

　各学校を卒業して１年後から返済を行っていただきます。返済期間は在学された期間の２倍以内とします。
（例）大学４年間在籍の場合
　　平成２４年４月入学→平成２８年３月卒業→平成２９年４月返済開始→平成３７年３月までに返済完了
（例）高等学校３年間在籍の場合
　　平成２４年４月入学→平成２７年３月卒業→平成２８年４月返済開始→平成３４年３月までに返済完了

●大学（短大）生・大学院生
　　国公立　　３５,０００円以内　　　　私　立　　４２,０００円以内
●高校生
　　国公立　　１３,０００円以内　　　　私　立　　２０,０００円以内
●高等専門学校
　　国公私立　２０,０００円以内
●専修学校
　　専門課程　３５,０００円以内　　　　高等課程　１３,０００円以内

※いずれも１名当たりの月額

●奨学金貸付申請書　
●成績証明書（出席日数を記入）
●在学証明書
●学校長の推薦調書（右表のとおり）

高校・高等専門学校１年生
高校・高等専門学校２年生以上
専修学校１年生
専修学校２年生以上
大学（短大）１年生
大学２年生以上

学　　　年
出身中学校長
在学高校・高等専門学校長
出身中学校・高等学校長
在学専修学校長
出身高等学校長
在学大学（校）長

推薦調書の発行者

教育委員会事務局（文化会館１階）　
（☎53－3123）

【 貸 付 要 件 】

【 貸 付 金 額 】

【 提 出 書 類 】

【 返 済 期 間 】

【 貸付の可否について 】

【 貸付について 】

学 校 長 の 推 薦 調 書

提出先・問合せ
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【講師プロフィール】

　1999年11月、24時間宅老所「楽さん家」を
開所し「通って、泊まって、住める」サービス
を実践する。認知症高齢者のグループホーム、
デイサービスセンター「楽さん家」の施設長。
　スタッフとともに、ボケも寝たきりもまるご
と受け止めて、支えあいながら暮らしていける
「当たり前の日常生活」を求め続けている。

十楽浩之氏
（社）山口県宅老所・
　グループホーム協会副会長

　「いい日、いい日、毎日、あったか介護
ありがとう」を念頭に、多くの方々に介
護を身近なものとしてとらえていただ
き、介護についての理解と認識を深めて
いただく日となっています。
　この機会に「がんばらない介護チェッ
クシート」で自己点検をしてみては？該
当の項目があれば介護サービスや相談機
関の利用などが望まれます。
　ゆとりのある介護生活のために、お困
りのことがあれば地域包括支援センター
（☎５２－２１９６）にご相談ください。

　（社）山口県宅老所・グループホーム協会副会長の十楽浩之氏をお迎えし、和木大学（高齢者向け生涯学習講
座）と共催で、地域づくり講演会を開催いたします。　
　２４時間宅老所「楽さん家」（認知症高齢者グループホーム）で数多くの認知症の方と触れ合ってきた経験を
もとに、認知症の方との接し方について分かりやすくお話ししてくださいます。皆さまのご来場をお待ちし
ています。

日　時　１１月２４日（木）　１３時３０分～１５時３０分
場　所　総合コミュニティセンター３階集会室
　【日程】
　１３時３０分～１５時　　　　十楽浩之氏講演
　１５時１０分～１５時３０分　楽さん劇場「芋太郎」公演
申込み　不要
参加料　無料
　　　　どなたでも参加できます。
問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

11月11日は

　　 介護の日です

<がんばらない介護チェックシート>
□介護はおもに自分でやっている。
□介護は自分ががんばらなければと思う。
□他人に家に入られたくないので、家族で介護したいと思う。
□どこに相談に行けば知りたい情報が入るのか、わからない。
□身体の負担が少なくなるような介護の方法を知らない。
□介護の悩みを聞いてくれたり、相談に乗ってくれる人が身
近にいない。

□介護生活の先行きが見えず不安になる。
□長い時間留守にできず、遠出ができなくなった。
□友達付き合いや趣味の時間がとれなくなった。
□子どもや配偶者の世話が十分にできなくなった。

（作成：がんばらない介護生活を考える会）

地域づくり講演会

「地域で支え合う介護」～大切なあなたに、いつまでも笑顔でいてほしい～

らく ち

主演男優：十楽浩之
　心が動けば体も動く…その原点は『笑い』です。
 日々、お年寄りの笑顔を求める楽さん家のスタッフで結
成した「十楽一座」です。どんな時にも、心に『笑い』を。
　満を持して、和木町の皆さまにお披露目いたします。

じゅう  らく    ひろ   ゆき
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　新校舎を楽しみにしている小学生。教科教室型校舎で真剣に勉強に取り組む中学生。
　１１月２７日㈰、和木小学校・中学校で日曜参観が行われますので、地域の皆さまもぜひ、「未来に輝くたくま
しい和木っ子」の様子をご覧ください。 　
　そして、和木町の将来を担う心豊かな子どもたちを育てるための地域づくりについて、矢野大和さんの口演会で
一緒に考えてみませんか？ 

 文化の秋です。11月27日㈰、日曜参観・講演会へお越しください。

期　日　１１月２７日㈰
【日　程】
●和木小学校
◇２～４校時　９時３５分～１２時２０分
学習発表会とマウンテンマウス・ミニライブ（体
育館）

◇５校時　１３時３０分～１４時１５分
　人権に関わる授業（各学級）
●和木中学校
　４校時参観授業（２年生は３，４校時）
◇１年生（各教科の授業）１３時～１３時５０分
◇２年生（職場体験学習発表）
１０時４０分～１１時３０分
１３時～１３時５０分

◇３年生（各教科の授業）１３時～１３時５０分
※駐車場のご用意はできませんので、ご理解くださ
い。

日　時　１１月２７日㈰
　　　　開場：１４時３０分　開演：１５時
会　場　文化会館
入場料　無料
※入場整理券を、11月1日から保健福祉課、文化会
館で配布します。

問合せ　人権施策推進協議会（保健福祉課内）
（☎５２－２１９５）

和木小学校・中学校

日曜参観日曜参観
和木町人権のつどい

矢野大和の“笑って元気な口演会”
～くらしに笑いの文化を～

　「観光大使」という地方公務員としては全国でも珍しい職
務を与えられ、ふるさと佐伯市をＰＲすべく全国各地を東奔
西走。「観光大使」として１０年間で延べ３６００ヵ所の会
場で口演を行う。平成１９年に佐伯市役所退職後、フリーと
なった現在も、大分県のＰＲを含めた“笑って元気な口演”
は月間３０会場を超える。

【講師プロフィール】

矢野大和
元大分県佐伯市職員

●展示会
会　場　和木美術館（アートウィング）
展示時間　１０時～１７時
　　　　　※ただし日曜は１６時まで
■１１月３日（木）～６日（日）
・和木美術クラブ
・子供絵画教室
特別出展
・絵画
　三分一貴司　島崎こずえ　灘本美智子
・陶芸
　藤川暁子　宮本健吾
■１１月１０日（木）～１３日（日）
・和木の里 愛石会
・洋裁
・和木シャドーボックスクラブ
●芸能祭
日　時　１１月６日（日）
　　　　式典：１２時３０分～　発表：１３時～
場　所　文化会館
問合せ　文化協会（☎５２－２１９１）

2011 和木町文化祭
　いまどきの生活習慣病管理は、美味しく食べて体
験する、呉発こだわりのヘルシーグルメダイエット
レストランから

日　時　11月24日㈭　14時～15時 30分
場　所　文化会館１階講習室
対　象　40歳以上の女性
定　員　30名（先着順）
申込方法　電話またはＦＡＸに、①健康美人講座、②住
所、③名前（ふりがな）、④年齢、⑤電話番号を記入のうえ、
下記までお申込みください。
申込締切　11月17日㈭
申込み・問合せ　商工会女性部

（☎５３－２０６６）（　５３－４３４９）

健康美人の作り方講座もっと

輝く
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404

優　秀
山本真衣さん（小４）

入　選
本田悠樹さん（小６）

平
成
24
年

日
　
時
▼
平
成
24
年
１
月
８
日
㈰

場
　
所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
日
程
】

　

10
時
30
分　
　

受
付
開
始

　

11
時　
　
　
　

式
典
・
記
念
撮
影

　

12
時　
　
　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

13
時　
　
　
　

終
了
予
定

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

　

先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
作
品
の
中
で
、
作
品
が

入
れ
替
わ
っ
て
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
改
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
た
ち
あ
が
れ
！
東
北

　
　
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

　
「
外
・
昔
あ
そ
び
」
で
は
、
林
業
研
究
会
（
明
本
収
二
会
長
）
及

び
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
（
西
﨑
節
子
会
長
）
の
協

力
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
稲
と
野
菜
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
が
、
実
り

の
秋
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
、
い
も
掘
り
や
稲
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
「
造
形
あ
そ
び
」
も
10
月
22
日
か
ら
始
ま
り
、
第
１
回
目

は
広
島
県
北
広
島
町
の
「
穴
窯
」
を
見
学
し
、
体
験
活
動
と
し
て
の

作
品
の
窯
詰
や
丸
太
切
り
（
花
入
台
作
り
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
が
焼
成
さ
れ
る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
「
造
形
あ
そ

び
」
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
栗
拾
い
と
穴
窯
体
験
の
様
子
で
す
。

栗拾い

造形あそび
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抽選券配布時間（13：00〜14：45）

職場体験をした

中学生からの

クイズに挑戦

しよう！ 

平成23年11月20日（日）
9：30～17：00

第13回第13回

どちらを
聞いても
楽しいヨ♪

★プログラム★ 

10：00～
10：30～

11：10～

14：00～
15：00～

読書感想画コンクール表彰式

わくわくお話会（前半）

　おおきい子の為のお話会
わくわくお話会（後半）

　ちいさい子の為のお話会
　
映画まつり『トムとジェリー』

お楽しみ抽選会♪ 何か当たるかな!?

９：３０～１４：４５
古本バザー 

１～１０冊まで  １００円

袋を
 持参してね  

和木町立図書館
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　町内の満６５歳以上の方を対象に、インフルエンザ予
防接種を実施します。
実施期間　平成２４年２月２９日㈬まで
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前に保
健相談センターにお問合せください。

対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器
の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害のある
人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日
常生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。

自己負担額　１，０５０円
　　　　　　（但し、生活保護受給者は無料）
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）
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毎
年
11
月
か
ら
４
月
頃
ま
で
は
、
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
が

流
行
す
る
時
期
で
す
。
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
は
２
枚
貝
の
生
食
に
よ
る
感
染
が
有
名
で

す
が
、
集
団
の
場
で
の
感
染
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ

ト
へ
の
感
染
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
主
な
症

状
は
、
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
で
す
。
症

状
は
１
〜
２
日
と
短
期
間
で
す
が
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
う
吐
や
下
痢
に
よ
る
脱
水

症
状
の
予
防
が
一
番
と
な
り
ま
す
が
、
何
よ

り
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
。

●
感
染
の
拡
大
を
予
防
す
る
に
は

　

手
洗
い
が
大
切
で
す
。
健
康
な
成
人
の
場

合
、
た
と
え
感
染
し
て
も
症
状
が
出
な
い
、

ま
た
は
軽
症
で
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
お
と
な
か
ら
子
ど
も
へ
感
染
さ
せ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
流
行
期
間

中
は
流
水
、
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
を
徹
底

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
貝
類
は
十
分
に
加
熱
し
て
調
理

を
す
る
こ
と
、
貝
類
を
調
理
し
た
器
具
は
す

ぐ
に
熱
湯
消
毒
を
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
場
合
、

そ
の
お
う
吐
物
、
下
痢
便
に
は
ウ
ィ
ル
ス
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
流
行
期
間
中
の
お

う
吐
物
や
下
痢
便
の
処
理
は
特
に
注
意
し
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
お
う
吐
物
、
下
痢
便
の
処
理
方
法

　

準
備
す
る
も
の
：
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
、

塩
素
系
漂
白
剤
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
お
う
吐
物

や
下
痢
便
を
拭
き
取
る
も
の
（
雑
巾
、
新
聞

紙
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
）

①
処
理
を
す
る
人
は
、
マ
ス
ク
と
ゴ
ム
手
袋

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
雑
巾
や
新
聞
紙
等
で
お
う
吐
物
や
下
痢
便

を
し
っ
か
り
と
拭
き
取
り
、
拭
き
取
っ
た

雑
巾
や
新
聞
紙
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

密
封
し
、
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。
拭
き
取

り
の
際
に
、
あ
ら
か
じ
め
塩
素
系
漂
白
剤

に
浸
し
た
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
お
う
吐

物
を
覆
い
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
介
し
て
タ
オ

ル
で
そ
の
ま
ま
拭
き
取
る
と
効
率
的
で

す
。

　

眼
鏡
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ゴ
ー
グ
ル

な
ど
で
目
の
防
御
を
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

③
薄
め
た
塩
素
系
漂
白
剤
で
お
う
吐
物
や
下

痢
便
の
あ
っ
た
場
所
を
中
心
に
広
め
に
消

毒
し
て
く
だ
さ
い
。

※

拭
き
取
り
に
よ
っ
て
も
感
染
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
処
理
を
す
る
人
以
外
は
、
終

わ
る
ま
で
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
以
外
に
も
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
時
期
で
す
。
手
洗

い
は
こ
れ
ら
の
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。
帰

宅
後
、
調
理
前
、
食
前
な
ど
こ
ま
め
な
手
洗

い
を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

高齢者インフルエンザ予防接種

　保健相談センターでの移動献血と併せて、骨髄バンクド
ナー集団登録会を行います。
日　時　１１月１６日㈬
　　　　１０時～１１時３０分
対　象　１８歳から５４歳までの健康な方
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

骨髄バンクドナー集団登録会のおしらせ

　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と高校３年
生を対象に、インフルエンザ予防接種の費用を助成します。
接種期間　平成２４年２月２９日㈬まで
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校３年生の
希望者
助成回数　１人１回まで
※予診のみの場合は対象となりません。
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書に必要
事項を記入し、接種券の交付を受けてください。申請時、
印かんが必要です。
【注意事項】任意予防接種になるため、予防接種法による

健康被害救済制度の適応はありません。
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
時
期
で
す

　２３年度の乳がん検診を申込まれた方には、５月に受
診券つき通知書を配布しています。平成２４年３月３１
日までが受診券の有効期限です。受けそびれないように
２月末までに、医療機関で検診を受けてください。（検
査可能な医療機関は、通知書に記載。）　受診するときは、
必ず受診券を持参してください。自己負担は、米軍再編
交付金が交付される間は無料です。

乳がん検診はお早めに



　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送しています。
ご覧ください。

ⓐ

●作り方
①下準備
鶏肉…１人４切になるように切り、塩・こしょうで下味
をつける。
セロリ・玉ねぎ…粗みじん切りにする。
にんにく・パセリ…みじん切りにする。
ホールトマト…つぶしておく。
②炒める
フライパンにオリーブ油（半量）を熱し、鶏肉を焼き色
がつくまで焼き、取り出しておく。残りのオリーブ油を
入れ、にんにく、玉ねぎ、セロリを炒める。
③煮込む
取り出しておいた鶏肉を戻し、ホールトマト、ⓐを加え、
ふたをして約２０分煮込み、こしょうで味を調える。
③盛り付ける
皿に盛りつけ、パルメザンチーズをかけ、パセリを散らす。

（１人分エネルギー２０９キロカロリー）

残り野菜を入れてもおいしくいただけます。
（和木町食生活改善推進協議会　６班）

にんにく……………………1かけ
ホールトマト（缶）…………200g
　赤ワイン…………………20ml
　コンソメ…………………1/2個
　水………………………2カップ
　砂糖……………………大さじ1
　パルメザンチーズ………20g
　こしょう…………………少々
　パセリ……………………10g
　オリーブ油……………大さじ1

鶏肉のトマト煮込み
　　　　　　　　（材料４人分）

行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

献血

プレイルーム
プレイルーム

すくすく計測・相談会
健康相談
親子ビクス
プレイルーム
健康相談

プレイルーム
元気アップ教室★

健康相談
1歳 6ヵ月児健診
3歳児健診

10：00～ 12：00
13：00～ 15：30
10：00～ 15：00
10：00～ 15：00
13：30～ 14：30
10：00～ 10：30
10：30～ 11：30
10：00～ 15：00
10：00～ 10：30
10：00～ 15：00
10：00～ 11：30
10：00～ 10：30

12：45～ 13：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

11月16日㈬

17日㈭

24日㈭

28日㈪
29日㈫

12月 1日㈭
2日㈮
8日㈭
9日㈮

14日㈬

　★は申込みが必要です。

　朝ごはんは元気のもとです。体にスイッチが入りやる気と
集中力が出ます。朝食を食べると学力が向上する事はみなさ
んご存知でしょうが、一食あたりの摂取品目数が多いとさら
に学力が向上します。バランスのよい朝食をこころがけま
しょう。（和木町母子保健推進協議会）

母推さんから一口メモ
～ 子育て中のパパ、ママへ ～

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方
2～3歳児とその保護者の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
一般の方

平成22年5月～6月生まれ
平成20年11月～12月生まれ

元気アップ教室
①エアロビクス
日　時　１１月１１日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『楽々エアロビクス』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・バスタオル・お茶
申込み　１１月９日㈬まで　　

②アロマテラピー
日　時　１２月９日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『アロマで風邪予防』
準　備　材料費５００円・タオル
申込み　１２月２日㈮まで　※先着１５名で締め切ります。
会場・問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

「学力向上のカギは栄養豊かな食事」

（11月16日～12月15日）

鶏もも肉……………400g
塩………………小さじ1/6
こしょう……………少々
セロリ…………………80g
玉ねぎ………………100g

　音楽を聞いて体でリズムを表現しましょう。
日　時　１１月２９日㈫　１０時３０分～１１時３０分
場　所　保健相談センター講堂
対　象　２～３歳児とその保護者
内　容　親子ビクス
※運動のできるくつ・服装でお越しください
申込み　１１月２２日㈫まで　※先着１５組で締め切ります。
主　催　和木町母子保健推進協議会
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

親　子　ビ　ク　ス
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
17
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
答
え
す
る
た
め
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
11
月
29
日
㈫
　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

対　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼

児
を
持
つ
保
護
者

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
時
間
外
・
休
日
労
働
の
削
減

●
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止

●
労
働
時
間
の
的
確
な
把
握
と
割
増
賃
金

（
残
業
代
）
の
適
正
な
支
払
い

な
ど
、
労
使
に
よ
る
主
体
的
な
取
組
み
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
労
働
時
間
に
関
す
る
情
報
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
左
記
の
メ
ー
ル
窓
口
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/roudo

ukijun/cam
paign.htm

l

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
監
督
課

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
０
）

精
神
保
健
相
談

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
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山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
に

つ
い
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

に
よ
る
電
話
相
談
を
、
平
日
の
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
と

お
り
強
化
週
間
を
定
め
、
強
化
週
間
中
の
平

日
は
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
お
受
け
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
強
化
週
間

期　

間
▼
11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰

相
談
時
間
▼
平
日
：
８
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
　

土
日
：
10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

（
☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
２
２
９
５
）

受
験
資
格
▼
中
学
校
卒
業
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
方

受
付
期
間
▼
11
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　

〜
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

一
次
試
験
日
▼
平
成
24
年
１
月
14
日
㈯

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

各
種
お
知
ら
せ

山
口
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者

は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制

度
で
す
。

■
山
口
県
最
低
賃
金
　

６
８
４
円
／
時
間

※
平
成
23
年
10
月
６
日
〜

※
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態

や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

　

最
低
賃
金
額
引
き
上
げ
の
影
響
が
大
き
い

中
小
企
業
に
対
し
、
経
営
面
及
び
労
働
面
で

の
相
談
等
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
無

料
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
条
件
管
理
等
の

専
門
家
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
山
口
県
最
低
賃
金

　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

山
口
市
中
央
４
丁
目
５
ー
16

　

☎
０
８
３
ー
９
２
２
ー
２
６
０
６

●
東
部
地
域
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　

周
南
市
栄
町
２
丁
目
15

　

☎
０
８
３
４
ー
34
ー
９
２
５
１

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

11
月
は

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・

コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内



　

日
常
の
災

害
時
は
も
ち

ろ
ん
、
大
地

震
な
ど
の
大

災
害
時
に
は
、
消
防
団
の
果
た
す
役
割
は
特

に
大
き
く
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
そ
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
若
い

皆
さ
ん
の
消
防
団
へ
の
参
加
が
不
可
欠
で

す
。
あ
な
た
も
消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
？

　

地
域
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
の
、
消
防
団

へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
条
件
▼

◎
和
木
町
に
居
住
し
、
年
齢
が
18
歳
以
上
の

方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。）

◎
心
身
と
も
に
健
康
な
方

消
防
団
員
の
処
遇
▼

◎
年
間
一
定
額
の
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
と
と

も
に
、
災
害
や
訓
練
等
に
出
動
し
た
場
合

に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
５
年
以

上
勤
務
し
退
団
し
た
場
合
に
は
退
職
報
奨

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
公
務
災
害
補
償
（
消
防
団
活
動
中
、
負
傷

に
あ
っ
た
場
合
の
補
償
制
度
が
あ
り
ま

す
。）

◎
被
服
の
貸
与
（
消
防
団
活
動
に
必
要
な
制

服
な
ど
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。）

◎
表
彰
制
度
（
職
務
に
あ
た
っ
て
功
労
、
功

績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。）

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
　

消
防
係

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
７
）

　

説
明
会
で
は
、
事
前
に
郵
送
い
た
し
ま
す

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
及
び
「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
の
手
引
き
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
岩
国
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日　

時
▼
11
月
28
日
㈪
　

14
時
〜
16
時

■
周
東
町
文
化
会
館
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

日　

時
▼
11
月
30
日
㈬
　

14
時
〜
16
時

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

●
税
の
無
料
相
談

日　

時
▼
11
月
15
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店

　
　
　
　

２
階
特
設
会
場

相
談
員
▼
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部

●
献
血
（
岩
国
法
人
会
協
賛
）

日　

時
▼
11
月
11
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
岩
国
税
務
署
駐
車
場

●
租
税
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
展

期　

間
▼
11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店

　
　
　
　

２
階
特
設
会
場

●
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
（
岩
国
法
人
会
主
催
）

期　

日
▼
11
月
13
日
㈰

場　

所
▼
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国
店

　
　
　
　

２
階
特
設
会
場

歴
史
お
で
か
け
講
座

16

和
木
町
消
防
団
員
募
集
中
！

年
末
調
整
説
明
会

介
護
合
同
面
接
会

11
月
11
日
㈮
〜
17
日
㈭
は

税
を
考
え
る
週
間

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

　

福
祉
関
係
職
種
で
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る

方
、
福
祉
関
係
職
種
で
の
雇
用
を
考
え
て
い

る
企
業
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
11
月
18
日
㈮

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

会　

場
▼
岩
国
総
合
庁
舎
第
一
入
札
会
議
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

　

刑
事
施
設
に
お
け
る
被
収
容
者
処
遇
の
実

情
等
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
刑
務
作
業
製

品
の
展
示
・
販
売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
社

会
の
方
々
に
矯
正
行
政
及
び
被
収
容
者
の
社

会
復
帰
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

９
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
岩
国
刑
務
所
構
内

　
　
　
　

岩
国
市
錦
見
６
丁
目
11
ー
29

内　

容
▼
矯
正
行
政
の
広
報
、
刑
務
所
作
業

製
品
即
売
、
所
内
見
学
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
性
格
診
断
、
朝
市

な
ど

問
合
せ
▼
岩
国
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

（
☎
41
ー
０
１
３
８
）

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
▼
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
12
年
3

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
和
木
町

に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

支
給
額
▼

（
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
３
月
分
）

75
歳
〜
80
歳
未
満
…
１
２
，
０
０
０
円

80
歳
以
上
…
１
８
，
０
０
０
円

支
払
方
法
▼
原
則
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

日　

時
▼
11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館
講
習
室

講　

師
▼
伊
原
慎
太
郎
（
山
口
県
立
博
物
館

学
芸
員
）

内　

容
▼

四
境
戦
争
に
つ
い
て
（
第
２
次
長
州
征
伐
）

時
代
背
景
や
そ
の
後
の
変
遷
に
つ
い
て

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す

第
23
回
岩
国
矯
正
展



駐輪場

駐輪場

駐輪場

駐輪場

和木駅

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額
　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額
　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課
　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！
〜

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対　

象
▼
平
成
23
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

ま
で
に
納
め
た
保
険
料

送
付
時
期
▼

①
平
成
23
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
…
平
成
23
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送

付
予
定

②
平
成
23
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
…
平
成
24
年
１
月
下
旬
に
送
付
予

定
　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
納
付
さ
れ
た
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
、
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

期　

間
▼
11
月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫

全
国
統
一
標
語

『
消
し
た
は
ず
　

決
め
つ
け
な
い
で
　

も
う

一
度
』

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
管
内
に
お
け
る
建
物

火
災
の
出
火
原
因
は
、
こ
こ
数
年
放
火
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
燃
え
や
す
い

も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
廊
下
や

階
段
な
ど
の
共
用
部
分
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

17

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
！

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

放置自転車はやめましょう放置自転車はやめましょう
　和木駅周辺は、条例に基づき「自転車放置規制区域」に指定
しています。放置された自転車は、随時撤去していきます。
　自転車を放置すると景観を損ねるだけでなく、歩行者、目の
不自由な人や車いすの通行の妨げになり、大変危険です。自転
車は、駐輪場に預けましょう。

問合せ　都市建設課
　　　　（☎５２－２１９７）

－規制区域



70歳未満
の方

70歳以上
の方

課税世帯

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

限度額適用認定証

限度額適用・標準負担額減額認定証

必要ありません。（高齢受給者証のみ）

限度額適用・標準負担額減額認定証

⑦和木町の魅力

　知的障害者（児）の福祉の増進をはかるため、授産施
設等への通所費を助成しています。
対象者：療育手帳を所持する方または国民年金法施行

令別表に規定する精神障害を有する方で、路
線バスを利用して障害者授産施設等に通所す
る方

　半日程度のドッグ方式で次の各種健診を保健相談セ
ンターで受診できます。特定健診以外は自己負担金は
無料です。
婦人科健診：子宮がん検診
総合健診：和木町国保特定健診、胃がん検診、大腸がん

検診、肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウィ
ルス検診、肺結核検診、骨粗しょう症健診

　乳がん検診は、個別健診で委託医療機関において自
己負担無料で受診できます。
　妊婦さん及び乳幼児の個別健診が委託医療機関にお
いて公費負担で受診できます。
妊婦健診：一般健康診査、超音波検査、子宮がん検診
乳児健診：１ヵ月児・３ヵ月児・７ヵ月児・１０ヵ月児・

１歳児健康診査
　１歳６ヵ月児・３歳児健診、２歳児歯科健診は保健
相談センターで受診できます。

　所得制限なく、検査を受けた新生児の保護者を対象
としています。

　生後２ヵ月の乳児を保健師が全員訪問し、発育確認
および母子保健事業の紹介を行っています。

　乳幼児と保護者に毎週木曜日にプレイルームを無料
開放し、交流をはかっています。

　和木町食育推進事業計画にもとづき、食育の普及啓
蒙及び関係機関との連携による各事業を行っています。

　発達に支援を必要とする幼児の早期発見早期治療の
ため、幼児健診及び学期ごとに幼稚園を訪問し、教育委
員会指導主事・幼稚園教諭・保健師の連携により、保
護者に検査や療育機関の紹介を行っています。
※療育とは、障害をもつ子どもが社会的に自立するこ
とを目的として行われる医療と保育です。

産施設等通所費助成制度 天性代謝異常等採血料公費負担制度

んにちは赤ちゃん事業

レイルーム

育事業

達支援事業

康診査

●入院される場合は、ご連絡ください
　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される場合、交
付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費の適用区
分に応じた自己負担限度額までの支払いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養費）も軽減さ
れます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場合は、必
ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お渡しでき
ない場合があります。

●重複受診はやめましょう
＊重複受診とは
・同じ病気で複数の医療機関を受診するこ
とです。

＊重複受診をすると
・検査や注射、薬の重複により、副作用で
体に負担をあたえてしまう可能性があり
ます。
・初診料や検査料などが重複し、医療費の
増加につながります。

＊重複受診を防ぐため
・かかりつけ医をもちましょう。
・専門医の診察が必要な場合は、かかりつ
けの医師に相談し、紹介してもらいま
しょう。

☆医療費は、皆さんの保険料でまかなわれて
います。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）
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日
　
時
▼
12
月
３
日
㈯

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
12
月
10
日
㈯
に
延
期

会
　
場
▼
和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
和
木

町
体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

ク
ラ
ス
別
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
，０
０
０
円
／
ペ
ア
（
当
日
徴

収
）

試
合
方
法
▼
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則

申
込
方
法
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）
に
申
込
み
用
紙
で
参
加
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り
▼
11
月
18
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
協
会
事
務
局
（
体

育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

期
　
間
▼
12
月
３
日
〜
２
月
25
日

毎
週
土
曜
日　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
小
学
３
年
生
以
上
（
中
学
生
以
下

は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。）

定
　
員
▼
20
名

参
加
費
▼
高
校
生
・
一
般　

３
，５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　
　

２
，０
０
０
円

申
込
期
限
▼
11
月
25
日
㈮
（
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

平
成　

年
度
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
教
室

後
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
受
講
生
募
集

23

平
成　

年
度
和
木
町
冬
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

23

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

期
　
日
▼
９
月
23
日

場
　
所
▼
山
口
市
徳
地
体
育
館

結
　
果
▼
Ｄ
組　

第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

期
　
日
▼
９
月
23
日

場
　
所
▼
岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
第
３
位　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

優
秀
選
手
賞　

田
尾
功
坪

　
　
　
　

敢
闘
賞　
　
　

片
山
智
也

日
　
時
▼
11
月
30
日
㈬　

９
時
〜

場
　
所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
費
▼

（
セ
ル
フ
）　

９
，０
０
０
円

（
昼
食
１
品
・
カ
ー
ト
付
）

（
パ
ル
付
）
１
２
，５
０
０
円

（
昼
食
１
品
・
カ
ー
ト
付
）

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
メ
ン
バ
ー
料

金
に
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼

大
会
＋
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
　

４
，０
０
０
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
代
を
含
む
）

（
大
会
：
２
，
０
０
０
円
＋
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
：
２
，０
０
０
円
）

※
当
日
徴
収

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
日
時
▼
11
月
30
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

18
時
〜

主
　
催
▼
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

申
込
期
限
▼
11
月
22
日
㈫　

※
先
着
32
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼

体
育
協
会
事
務
局
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

第　

回
岩
国
リ
ー
グ
会
長
旗
争
奪
大
会
兼

横
山
川
西
子
供
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

25
平
成　

年
度
山
口
県
体
育
大
会

23

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、
岩
国

港
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所
▼
岩
国
市
役
所
ロ
ビ
ー
・
多
目
的

ホ
ー
ル

内
　
容
▼
普
段
皆
さ
ん
が
あ
ま
り
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
、
岩
国
港
周
辺
事
業
所
の

真
実
。
麻
薬
密
輸
を
水
際
で
防
い
で
い
る

麻
薬
犬
の
実
態
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の

新
港
の
姿
。
子
ど
も
た
ち
の
目
に
映
っ

た
、
海
の
姿
、
未
来
の
海
な
ど
。

問
合
せ
▼
岩
国
港
築
港
2
0
0
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会（
岩
国
市
水
産
振
興
課
内
）

（
☎
29
ー
５
１
１
８
）

岩
国
港
築
港
2
0
0
年
記
念
事
業

上空から望む新港周辺

第
８
回
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集
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第第第

回回回
141414

平成23年
11月18日㈮

申込期限

日　時　平成24年１月９日（成人の日）

　　　　開会式：10時

　　　　スタート：10時30分

場　所　和木ゴルフ倶楽部・蜂ヶ峯総合公園

部　門

10km 3,000円

3,000円

1,000円

1,000円

1,000円

1,000円

3km

◎一般男女（高校生～39歳）
◎年代別男子（40歳代・50歳代・60歳代以上）
◎40歳以上女子

◎一般男女（高校生～39歳）
◎年代別男子（40歳代・50歳代・60歳代以上）
◎40歳以上女子

◎中学生女子

◎中学生男子

◎小学生男女（3～6年生）

◎小学生男女（1・2年生）

2km

1.5km

5km

参加料種　　　　　　　目

※年齢は、大会当日

第14回  蜂ヶ峯クロスカントリー大会

応募できる方　中学生以上
募集人数　約２００名（当日人数、前日は、若干名）
内　　容　会場設営撤去・受付・コース誘導・選手整理等
日　　時　平成24年1月８日㈰　15時～
　　　　　　　　　　　 ９日㈷　８時～14時
申込期限　11月18日㈮
申込み・問合せ
蜂ヶ峯クロスカントリー大会実行委員会事務局
〔体育センター内〕（☎５２－２８１１）
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

片
原　

敬
哲
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

高
倉　

光
治
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
お
祝
い
返
し

髙
倉　

武
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

大
友　

勝
さ
ん　
（
和
木
地
区
）

匿
名

和
木
俳
句
教
室
句
会

山
里
の
実
り
の
秋
を
あ
ち
こ
ち
に

　

彼
岸
花
咲
く
赤
鮮
や
か
に

少
し
だ
け
金
茶
の
穂
先
の
ぞ
か
せ
し

　

す
す
き
に
そ
え
る
月
見
だ
ん
ご
を

浅
漬
け
の
ま
び
き
大
根
ほ
ろ
苦
し

　

秋
を
味
わ
う
朝
の
食
卓

「
手
の
届
く
限
り
が
今
の
世
界
」
と
ふ

　

病
室
か
ら
の
メ
ー
ル
届
き
ぬ

杳
き
日
の
甘
き
思
い
出
蘇
る

　

空
に
浮
か
び
し
雲
の
綿
菓
子

名
水
に
手
を
合
は
せ
飲
む
残
暑
か
な

花
束
に
歳
時
記
そ
へ
て
敬
老
日

桐
の
実
が
鳴
れ
り
山
路
の
美
術
館

案
山
子
立
つ
見
覚
へ
の
あ
る
派
手
な
シ
ャ
ツ

あ
り
が
た
や
友
と
並
び
て
敬
老
会

あ
の
雲
を
追
ひ
か
け
続
く
花
野
か
な

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

　

経
過
措
置
終
了
後
の
平
成
23
年
９

月
27
日
以
降
、
次
の
ラ
イ
タ
ー
等
に

つ
い
て
は
、
本
体
に
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク

が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
販
売

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
多
目
的
ラ

イ
タ
ー（
点
火
棒
）の
う
ち
、
①
燃

料
の
容
器
と
構
造
上
一
体
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
②
当
該

容
器
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
用
い
た
も
の
。

　

ご
購
入
の
際
に
は
、
本
体
に
Ｐ
Ｓ

Ｃ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
大
人
が
注
意
す
る
こ
と

・
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
置
き
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
に
触
ら
せ
ず
、
火
遊
び
の

危
険
性
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

・
不
要
の
ラ
イ
タ
ー
は
使
い
切
る
か

ガ
ス
抜
き
を
し
て
、
ル
ー
ル
に

従
っ
て
正
し
く
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

【
相　

談
】

　

先
日
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

レ
ジ
付
近
で
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
き

れ
い
な
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
見
つ

け
た
。
一
見
お
も
ち
ゃ
と
見
間
違
う

ほ
ど
だ
っ
た
。
ラ
イ
タ
ー
は
火
を
つ

け
る
も
の
な
の
で
、
も
し
も
子
ど
も

が
面
白
半
分
に
買
っ
て
火
遊
び
を
し

た
ら
困
る
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
が

興
味
を
持
つ
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
に
す

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
性
能
だ
け

で
は
な
く
デ
ザ
イ
ン
に
規
制
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
ラ
イ
タ
ー
等
の
販
売
規
制
に
つ
い

て
　

平
成
22
年
12
月
27
日
に
消
費
生
活

用
製
品
安
全
法
関
係
の
改
正
法
令
が

施
行
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
や
多
目
的
ラ
イ
タ
ー
の
販
売

規
制
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な
口座振替をご利用ください。

問合せ ▼税務課（

９・10月分
11月分
５期分
５期分
５期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

上下水道使用料
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 77

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

久
保
千
枝
子
（
☎
53
ー
２
７
３
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
10
月
句
会
）

森
本　

初
子

向
田
登
美
子

神
園　

静
美

灰
岡　

裕
美

藤
上　

紀
子

よ
み
が
え

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料

で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写

真
に
写
っ
て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご

家
族
）
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（☎

52
ー
２
１
３
６
）
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　今年も残すところ２ヵ月となりました。年末にかけて大量のごみが出る時期です。
特に粗大ごみは、月１回の収集ですので、出せるものは、早めに出すようにしましょ
う！　また、「直接個人搬入」は、役場窓口が開いている日にしか搬入できませんので、
お間違いのないようにお願いいたします。

１．役場に電話で申し込んでください。（役場開庁日の８時３０分から１７時１５分まで。ただし、収集
日の前日は、１６時まで）
２．申込時に、名前・住所・電話番号・品物名・出す場所をお聞きし、役場から、受付番号（収集券に
記入してください）を申し上げます。

３．手数料分の収集券を貼り、朝８時３０分までに申し込み時の場所に出してください。

＜粗大ごみ戸別収集の申込方法＞

１．搬入できるごみは、「金属・不燃ごみ」及び「粗大ごみ」となっております。
２．搬入したいごみを車に積んで役場窓口で受付してください。受付時間は、役場開庁日の８時３０分
から１６時までです。
３．持ち込まれたごみを確認させていただきます。持ち込みができないごみがある場合は、その場でお
断りいたします。

４．指定の手数料をお支払いいただきますと、許可証をお渡ししますので「和木町クリーンセンター」
へ持って行っていただきます。

５．クリーンセンターでは、管理者の指示に従ってください。

＜直接個人搬入の方法＞

※詳しくは、「和木町家庭ごみ収集カレンダー」でご確認ください。
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　おいでませ！山口国体の開催期間中、全国各

地から来町される銃剣道出場選手や監督、応援

の皆さんを気持ちよくお迎えしようと、フラ

ワーサポーターさん（会員121名）や小・中学

生、花のまちづくり団体、協力企業の方々が７月

から熱心に育成された国体推奨花のサルビア、

ブルーサルビア、マリーゴールドが、銃剣道競技

会場の中学校体育館前や周辺道路、公園、和木駅

前に展示されました。

　これは、国体花いっぱい運動の一環として実

施したもので、競技会場周辺は赤、青、黄色の満

開の花で彩られ、また、会場前と和木駅前には、

商工会青年部による「花文字看板」も設置され、

来場者や選手たちの目を楽しませました。フラ

ワーサポーターの皆さん、国体花いっぱい運動

にご協力いただきありがとうございました。

和木駅前には「たちあがれ東北　がんばろう日本」の花文字

国体会場前では花の「ちょるる」がお出迎え
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男　3,305人
（＋1）

女　3,296人
（－3）

平成23年10月1日現在
総人口　6,601人

世帯数　2,769世帯

和木町の面積　10.56km

（－2）

（＋4）

1 4
14

66
87

137
187
179

199

188

210

197
194

129
148
160
174
188

239

153

211
232

3
18

51
90

124
161
163

252
260

168

211
237
222

235
228

188
199
182
162

150

18：00

18：25

18：50

19：15

19：40

20：05

Hangovers
このイベントのスタッフ＆ハウスバンド
JOKER
オリジナル曲で岩国を拠点にライヴ活動中
uza バンド
地元企業音楽部所属
inJ
典型的おやじバンド　７０年代の生き残り
bana+spa
男二人女三人の陽気な若者
BLUES WORKSHOP
岩国を拠点とした老舗ブルースバンド

日　時　１２月１０日（土）
　　　　１８時～２０時３０分
場　所　文化会館ホール
入場料　無料
主　催　文化協会ロック部
問合せ　文化協会（☎５２-２１９１）

▼
▼

▼
▼

▼

バンドからのお楽しみ

プレゼントが当たる

抽選会あり！
デジタルオーデイオ

プレイヤーも当たるよ！

和木まつりに参加

少年男子の部で優勝した北海道の選手・監督と記念撮影

　

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

の
２
ヵ
月
間
、
和
木
町
教
育
委
員

会
で
主
に
山
口
国
体
（
銃
剣
道
競

技
）
に
関
す
る
業
務
を
中
心
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
国
体
に
関
す
る
業
務

は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
の
で
す

が
、
大
会
の
事
前
準
備
か
ら
当
日

の
運
営
に
至
る
ま
で
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
町
民
の

皆
さ
ま
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
自
体
も
町
民
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
に

後
押
し
さ
れ
る
形
で
、
地
元
山
口

県
代
表
が
準
優
勝
（
成
年
男
子
の

部
）
を
果
た
す
な
ど
、
町
民
一
体

と
な
っ
て
大
会
を
準
備
し
て
き
た

成
果
が
結
実
す
る
場
に
、
和
木
町

の
一
員
と
し
て
立
ち
会
え
た
事
を

と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
う
い
っ
た
和
木
町
で

の
経
験
を
生
か
し
て
、恵
庭
に
戻
っ

て
か
ら
も
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆

さ
ま
、
短
い
期
間
で
し
た
が
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
和
木
町
を
再
訪
で
き
る
機
会
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
恵
庭
市
派
遣
職
員

石
田
　
歩

２
ヵ
月
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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